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ィアの地景］，（三）テクノスケープ［技術の地景］，   




も，等しく特徴付けている形状－である。（1）   
こうした社会の流動性を指摘し，把握を試みる議  
論も散見される。   
更に我が国では，所謂「団塊の世代の大量退職」  
が，教師支援のあり方の課題となり，教師の技術や  








しない。教師のみでは対処しにくいものだ。   
近年，これら問題群に対応する為，他組織間との   

















1．背景：彷復える教師の世界と新たな課題   
グローバル化 知識の社会化が社会システムの多  
様な領域で提唱される現代にあって，教育改革や問  
題が，教育の文脈だけで解決できないことが指摘さ  






























の教育実践からの知見に端を発していることにある。   
その為，概念が学校文化に漂白される可能性や，  
概念が脱臼されてしまうことが考えられるため，初  

























交通システム，メディアのシステム，あるいは教   
2．目的：教師支援の臨界と教師支援研究の新たな志   



























ものの見方，知識，信念 パースペクティブに変容  
を要求するものであるためである。  
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4．試論：「越境する教師」とその支援ネットワーク   
の編み直しへ  







考えてみると，教育学の細分化や硬直化が，事   
態の変化に言説が追いついていない部分を作り出  
しているのかもしれない。教育（学）的な言祝の   
歴史をさかのぼってみると，ある時期から「教育  
の自立性」や「教育学の独自性」がしきりに標梼  




が形成されるようになった。社会の変化とは無関   





育言説が対応できない 事態が生じても不思議では  
ない。ある時期に作られた教育言説の枠組みが，  
一種の慣性で採用され続け，さらには普及・洗練  
の過程をたどっている間に，その言説の枠組みが   
前提としていた政治・経済・文化の構造がゆらぎ，   
新たな構造へとシフトしてしまう。その場合，既   














1）専門性：従来の，学校内部での授業デザインの専   
門家とした教師の力量形成の支援。  





3）市民性：教師をあえて市民と併置，教師の専門   
























4－2．高等教育機関の新たな可能性   
そこで，従来の反省的実践家・適応的熟達者とし  
て捉える専門家像を補完し，オルタナティヴとなる，   
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「越境する教師」への志向性と高等教育機関の果た  
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